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制作概要
　本研究ノートは 、漆芸家で あり、家具作家で
あり、装飾芸術家で もあっ たイギリス 人建築家 、
アイリーン・グ レイ（Eileen　Gray［18791976年］）
につ い て、創作対象を建築 へ 展開する1920年
代から1930年代の 活動、特には最小限住宅の
窓に焦点を当てたもの である。
　グ レイは、1906年頃か ら、パ リに滞在して い た
漆芸家、菅原精造 ［1884−1937年］の 教えを受
けて 日本の漆芸技術を習得し、屏風 をはじめ、
室内装飾を漆塗りに よっ て 制作した。1925年
頃に は 、建築評論家、ジ ャ ン・バ ドヴィッチ （Jean
Badovici［1893−1956年1）に勧められて 建築設
計に乗りだし、住宅E．1027をはじめ、先 鋭的 な
建築やインテ リアをデザインした 。 グレイは、初期
の 一連の 漆塗り屏風 や家具作品 によっ て装
飾芸術家 としてその 名を確立 した後 、近代主
義の建築家に移行したデザイナーとして知られ
る。1930年代まで に グ レ イは、ル ・コ ル ビ ュ ジエ
（Le　Corbusier 【1887−1965年］）やJJ．P，ア ウト
（JJ．P．Oud ［1890−1963年】）など、 ごく限られた
建築家に評価されたが、その 後は近代建築の
主要歴 史書に彼女の 名前が取り上げられ るこ
とはなかっ た 。 グ レイの 再評価は1960年代か ら
ようやく始まり、近年、評伝や作品集が 出版され
活動と作 品に関心 が集まっ た 1）。 しかし、彼女
の作 品 内容に関しては概説的に述 べ られるに
過ぎない 。グ レイが 当時としては珍しく女性の
デザイナー・建築家であっ たその 新奇性と生涯
にまつ わる事件性に 関心 が集まり、作品内容
に踏み 込んだ分 析が十分になされて おらず、
ル ・コ ル ビュ ジ エ との 関連で 語られることが 多
い 。本稿で は、グ レ イがどの ようにル ・コ ル ビ ュ ジ
エ の 関係下に置か れて きたか を先ず確認し、
近代建築 5原則との関連、特には窓につ い ての
考察を試みる。
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アイ リー ン ・ グ レイ の 窓に 関する考察
ル ・コ ル ビ ュ ジ エ の近代建築 5 原則 にお け る横長 窓と の 関連 を通 して
1 ．は じめ に
　ア イ リーン ・グ レ イに 関 し、た と え作品の 詳細に触れ る論考が な され た と して も、グ レ イ
が初めて設計 した住宅 E．1027（図 1、図2）は、ル ・コ ル ビ ュ ジエ との 関連か ら言及 される こ とが
多い 。ル ・コ ル ビ ュ ジ エ は 、1938年、E、1027に 滞在 し、そ の デザ イ ン を称賛 したは じめて の
建築家で あっ た 。 ．一方で 彼は 、 E．1027の 内外に無断で壁画 を描き、事実上、グ レ イ の 名前 を
近代建築史上 か ら抹消 し た （図3、図4）。さらに、ル ・コ ル ビ ュ ジ ェ はE．1027の 後ろに 自身の ア
ト リエ 小屋 を建て て こ の 家を見張 り続け 、 最後はE．1027の 前の 海岸で 死去 し た 。
図1
図2
　上 記の ル ・コ ル ビ ュ ジ ェ との エ ピ ソー ドか ら、グレ イの 住宅作品E ．IO27は ル ・コ ル ビ ュ ジ
エ の 影響下 に あるとす る指摘が 、少 な か らず な されて き た 。 例 えば、以下の よ うな もの で あ
る 。
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図3
図4
　 「ル ・コ ル ビュ ジ エ が育て 、広 く一般の もの と した運動 か ら生 まれた技術を駆使 した例が
こ こ に ある。マ ル タ ン 岬、 ロ ク ブ リ ュ ヌ に ある、ア イ リー ン ・グ レ イ とジ ャ ン ・バ ドヴ ィ ッ
チ設計の 家で ある。」2）
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　 「ル ・コ ル ビ ュ ジ エ が 1926年以来提唱 し て き た 「近代建築の 5原則」を基本 と し て構成 され
た マ ニ フ ェ ス ト ・ハ ウ ス とさえ見 る こ とが で きる 。 」3）
　 上に示 した例 に見 られ るように、そ の 多 くは、ル ・コ ル ビ ュ ジ エ に よっ て 1926年 に唱え ら
れ た近代建築 5 原則 との 関連で 語 られ る こ とが 多い 。 近代建築 5 原則 は 、石造に よ る定型化
され た過去の 住宅建築に対 し 、 鉄 と コ ン ク リー トと い う素材によ っ て初めて な しうる近代住
宅の 造形的な ありようを簡潔に示 し た提案で あ っ た。20匿紀の 建築家 た ちに 計 り知れ ない 影
響 を及ぼ した こ の 提言は、また、ル ・コ ル ビ ュ ジエ が 自身の 作品をア ピール するため に掲げた、
い わばキ ャ ッ チ フ レ ーズ で もあ る。自身の 理 念 と作品 を人々 に印象深 く説明するた め に数々
の PR 文句 をル ・コ ル ビ ュ ジ エ は産出 し、実際極め て 巧妙で 効果的なもの を多 く残 し たが、
そ の 代表が以下の 有名な 5 つ の 提言4）で あ っ た 。
1．　 ピ ロ テ ィ　（支柱）
2．　 屋上庭園
3 ．　 自由な平面構成
4 ．　 横長連層窓
5 ．　 自由な立面構成
　グ レ イ の E1027 もこ の 提言 に な ら っ て 設 計 さ れ た に 違い な い とす る こ とで 、 ル ・コ ル ビ ュ
ジ エ の 影響下 に あ ると指摘する評論が著 されて きた の で あ る 。 確か に 、E．1027に は ピ ロ テ ィ
が あ り、フ ラ ッ トな屋 Eを持 ち、自由な平 面構成 と立面構成 、そ し て 横長の 連層窓 を供 えて
い るような外観 を持 っ て い る 。 しか し、本当にル ・コ ル ビ ュ ジエ の 原則 に 忠実 に設計 され、
そし て その マ ニ フ ェ ス トと して ある住宅なの で あ ろ うか。ル ・コ ル ビ ュ ジ エ は彼女の 忠実 さ
ゆえに 、こ の 住宅に興味 を示 し、壁画 を描 い た の で あろうか 。
　結果 を先取 りし て 言 えば 、 E．1027の 内容 は上の 5 原則 に倣 っ て い な い 。 それ どこ ろか 、全
く異 な る エ レ メ ン 1・を持ち、住宅 に寄せ る設計理念 は ル ・コ ル ビ ュ ジ エ と全 く反 対の態 度 を
と る姿勢を示す家 で あ る 。
　本稿で は 、 2 人 の 住宅に 対する 理 念 ・発 想 ・手法 に い か な る相違が あ る か を明 らか に する
ため 、 グ レ イ が どの よ うに ル ・コ ル ビ ュ ジエ の 関係下 に置か れて きた か を先ず確認 し、近代
建築 5 原則 との 関連 、特に は 窓 に つ い て の 考察 を試み る。方法と し て 住宅 E．1027の 図面 、写
真、言説を用い 意匠的に 分析す る。
2 ．グ レイとル ・コ ル ビ ュ ジエ の 関係
　グ レ イが ル ・コ ル ビ ュ ジ エ と出会 っ た の は 、グ レ イ に 建築家に なる こ と をすすめ た バ ドヴ
ィ ッ チ を介 し て で あ っ た 。 バ ドヴ ィ ッ チ は、自身が編集長 を務 めた当時の 有力建築雑誌、
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ラ ル シ テ ク チ ュ ルー ・ヴ ィ ヴ ァ ン トゥ 』誌 に お い て 、再三 、取 り上げるほ どル ・コ ル ビ ュ ジエ
の熱烈 な信奉者で あり、彼の 建築の 宣伝を担 うス ポーク ス マ ン だ っ た の で ある。グ レ イ自身 も
ル ・コ ル ビ ュ ジ エ の才能 とその作品 に多大な敬意 を表 し て い た。1938 年、バ ドヴ ィ ッ チ に よ っ
て E ．1027に招待 された ル ・コ ル ビ ュ ジ エ 本人か ら手紙が届い た時、グ レ イは心か ら喜ん だ 。 そ
の手紙に は次の よ うに書か れて い た 。
　 「家の 内外の 全ての 組織が 語 りか けて くる 、 そして モ ダ ン な家具 に一内装に一か くも威厳あ る
魅力的で精気 に溢れた形態を与え て い る、こ の まれな る精神を、君の 家で この数 日間を過ご し
た こ と に よっ て 味わう こ とが で きた と、きみ に ぜ ひ と も伝え た い 」5）
　し か し、こ の称賛を素直に受 け止 めた ゆえ に こ そ、合計8枚 の 壁画 が彼女 に無断で 描か れ た
際に は 、言 い 知れな い 絶望 と怒 りを味わ う こ とにな っ た 。 彼女は こ の 行為 を芸術文化破壊で あ
る と見な し、バ ドヴ ィ ッ チ を通 し て 抗議 し た が 、ル ・コ ル ビ ュ ジ エ か らは逆に 「私 は全 世界の
前で 論戦 を繰 り広げる こ とと しよう」とい う脅 しの返事が送 られた の で ある s 世界的権威 を持
つ と自他共 に 認め るル ・コ ル ビ ュ ジ エ に対し、グ レ イ の 為す術はな く、その 後、グ レ イ の 名は
公 に上 る こ と さえな くな っ て しまう。 そ うし た経緯 に つ い て ビ ア トリ ス ・コ ロ ミーナ（Beatriz
Colomina）は 「戦線 ：E ．1027」にお い て 、次 の よ うに 述べ る 。
　 「家の 外観の こ の ような損壊は、建築家と して の グ レ イを消去す る こ とと も手 を取 りあっ て
い る。ル ・コ ル ビ ュ ジエ が 『全集』　 （1946） と 『今 日の 建築』誌 （1948 ）に掲載 したと き、グ
レ イ の 家 は 「マ ル タ ン岬に あ る家」とな っ て い た 。 彼女の 名前 は言及す ら さ、れなか っ た の だ。
以後その 家 と家具 の い くら
’
か に つ い て 、設計者は ル ・コ ル ビ ュ ジ エ だ とい う こ とに実際な っ て
しま っ た。今 日で も混乱は つ づ い て い て 多 くの 書 き手 が こ の 家 をバ ドヴ ィ ッ チ ひ とりの 作品 と
して い るので あっ て、良 くて もせ い ぜ い バ ドヴ ィ ッ チ とグ レ イ の 作品と して い るの で あっ て 、
さ らに は、プ ロ ジ ェ ク トに対す るル ・コ ル ビ ュ ジエ の 協力を示唆する もの まで い まだに い るの
だ。」6）
　コ ロ ミーナ はル ・コ ル ビ ュ ジ エ が残 した ス ケ ッ チや手紙 を精査 し、彼の E．1027に対する執着
の あ りよ うをジ ェ ン ダ ー論の 立場か ら考察 した 。 晩年 、 生涯の 業績 を要約 しようと し た ル ・コ
ル ビ ュ ジ エ が 「1938年・1939年 。 マ ル タ ン岬の バ ドヴ ィ ッ チ とヘ レ ン ・グ レ イの家に8枚の 壁画
（無報酬〉」 と、グ レ イ の 名前 を改名 して書い た こ と を証左 に、コ ロ ミーナ は次の ように糾弾
する 。
「ある意味で 、ル ・コ ル ビ ュ ジエ の建築は、他者 の 内的空問 を占領しな が ら も徐々 に消去す る
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とい う独特 の 技法に依存 し て い る の だ 。あ ら ゆ る植民地 開拓者 と同様 に ル
・コ ル ビ ュ ジエ は
それ を侵略 で は な く贈 り物だ と考 えて い た 。 …　 今度は名前まで もが 損壊 された の だ 。 そ
し て そもそ も改名と は、植民 地化の ために行 う最初の 行為なの で ある。」7）
　こ の ように コ ロ ミーナは、近代建築の 巨匠神話の 下に隠 され て きた ル ・コ ル ビ ュ ジエ の 一
側面 を明る み に 出す と ともに、グ レ イとE，1027の 名 を復権 させ た。し か し、彼が死の 直前 ま
で見張続けた E．1027の どの ような点に 執着 し た の か に つ い て は一切触れ られ て い な い 。これ
は 、彼 との 関係 を扱 っ た他の 文献に お い て も同様 であ る8）。以下で は 、E ．1027がど の ような住
宅な の か 具体的に考察す る こ とと し た い 、
3 ．　 最小限住宅 　E．1027の概要
　1920年代初頭、戦災及 び都市人口過密に よ る住宅不足 が重大な社会閊題で あ っ た。 こ の 問
題に ほ とん どの 建築家が住み 手を不特定多数の 存在と見做しマ ス 的解決を採択 したの に対 し、
グ レ イは、多くの人々 を満足 させ るた めに は、先ず個人の 満足 を優先 させ る必要が あると し
て 、次 の よ うに主張 し た。
「住み手が建築の 構築の 中に 自分 自身を自覚す る喜び を取 り戻 さなければな らな い 。」9）
　 ヒの 理念の もとに E．1027は設計 され た 。 敷地 は南フ ラ ン ス の ロ ク ブ リュ ヌ 、カ ッ プ ・マ ル
タ ン 岬に位置す る 。 地 中海か ら高 さ30メ ー トル ほ どの 岩場の 傾斜 を利用 し て 建て られた鉄筋
コ ン ク リー ト造 2階建て の 小規模住宅で ある （図5，図6）。
図5
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図6
E ．1027 を構成す る 主要室 は 、テ
ラ ス に つ な が る広 い 主室 （図7）と
寝室 2 室か ら成 っ て い る。寝室
の うち 1室 は 主寝室 と仕事 室を
兼ね て お り、もう 1室 は客用寝
室 と して ピ ロ テ ィ に 組 み込 まれ
た 。 動線 は 、 住居 の 北側 の 壁に
沿 っ て ア プ ロ ーチ し 、玄関 と厨
房 を結ぶ ポーチ に至 る 。 180度回
転 し て 玄関扉 を開け る と造 り付
けの コ ー ト掛 けで 部分 的に し き
られた玄関ホール 、そ の 奥が主　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　図7
室で あ る。こ の 主室 には、ア ル コ ープ状の 食事 ス ペ ース と、仮眠 コ ーナー、シ ャ ワ ース ペ ース
が付属的に隣接 して い る 。 主室 は海 へ 向か っ て全 面ガ ラ ス 張 りで 、開放 されて い るが、庇の つ
い た テ ラ ス が外部 との 中間領域 を形成 し て い る 。 主寝室には浴室か 仕事室か らしか 入 れ な い 。
螺旋階段を下 ると客用寝室 と使用人室、岩場と一体化 し た庭 へ と至 り、階段 を上 る と屋上に 出
られ る 。 各部屋に は、造 り付け家具や単体家具、敷物、屑入れ 、 衣類の収納棚に い た るまで 細
か くデ ザイ ン されて い る 。
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　と こ ろで 近代建築 5原則 と照 ら し合わ せ る と、図2に 見 られ る よ うに ピ ロ テ ィ は建物の 約半
分 に しか 適用 されて お らず、他 半分に は使用人室 と客室 が配 されて い る 。 そ もそ も傾斜地 に
建て られて い る の で ル ・コ ル ビ ュ ジ エ が提唱 した大地 を持ち上 げるた めの ピ ロ テ ィ と い うよ
りは、大地 に挿入 する た め に必要な支柱 と言 っ た ほ うが 妥当な 扱 い に な っ て い る。平面は 、
固定化 された部屋 を廃 し、造り付けの 家具や可動式の家具により必要に応 じて区切 られた り、
開放 され た りす るよ う考え られ て い るが、ル ・コ ル ビ ュ ジ エ の 示 し た 内容 との 関連は直接的
に は見 い だせ な い 。ル ・コ ル ビ ュ ジ エ は、住宅の 壁 を柱 か ら離 し自立 させ る こ とで 、石造 り
ゆ え に 平面 が画一化 され、結果、小 さな開口 部 しか とれずにや は り立面 が定型化する過去の
住宅に 対し、近代 の 住宅 が い か に 自由に発想 し うる か を示すため に 、 「自由な平面」 、 「自
由な立面」 と い う フ レ ーズ で そ の 造形的優位性 を簡潔に 示 し た 。 し か し、当時の先鋭的な建
築家は、すで に鉄筋 コ ン ク リー トに よ っ て実験 的な平面 と大開 口部によ る さま ざまな表情 の
立 面 を実現 し始 め て お り、グ レ イ が ル ・コ ル ビ ュ ジ エ か らの み 影響を受 け て 可変的な平面 と
立面 を生み出 し た とは決 して 断定で きな い 。 せ い ぜ い 、建築の 外部 へ 突 き抜 ける螺旋階段に
よ っ て可 能 とな る屋上の 使用方 が、5原則に忠実 に倣 っ たと言 える程度で あろ うe しか もこ の
処理 は、ア ダ ム がグ レ イ に直接取材 した と こ ろに よる と、バ ドヴ ィ ッ チ の 提案に よ っ て取 り
入 れ られ た もので あ る 。 おそ らくル ・コ ル ビ ュ ジ エ か ら影響を受けた とする指摘は、建物の
デザ イ ン上に表れ る フ ラ ッ トル ー フ 、臼い 壁、客船 を思わせ る イ メ ージな ど、雰囲気の 共通
項で 印象的に語 られて きたにす ぎな い 。
　とは い えル ・コ ル ビ ュ ジ エ か ら全 く影響 を受 けて い ない と し て E1027 をグ レ イの 独自性 の
み を根拠に持ち上 げ直そ うとする態 度も、極端な見解と して慎重に改め られね ばな らな い 。
なぜ な ら、グ レ イは、E，1027の 解説の ほ ぼ 冒頭 に次の ように 書 い て い る。
「もし、光の 下で調和する立体の 効果に もっ と杼情性が 反映 されれば、建築の 内部は人間の
欲求に応 え、個人的な要求 に応 え、休息 と快適 さをもた らすに違い ない 」10〕
　カ ロ リーヌ ・コ ン ス タ ン （Caroline　Constant）は 、上の 記述は ル ・コ ル ビュ ジ ェ が 『建築
をめ ざし て 』の なか で 述べ た 内容に 触発 された に違 い な い と指摘する 11）。 そ れは以下に示 す、
か の 有 名な一・節を彷彿とさせ る か らで ある。
「建築 は、光の 下 に集め られた立 体の 、 精通 した正確な素晴ら しい 操作で あ る。」12）
　グ レ イが自 ら実践すべ き建築の 理念に つ い て、ル ・コ ル ビ ュ ジ エ の 考えに多くを学んだ こ
とは本人 も認め て い る 。 それ は、バ ドヴ ィ ッ チ を通 して 間接的に、また、全巻 を通読 して い
た 「エ ス プリ ・ヌ ーボー』誌を通 し て直接的に グ レ イの 考 え方 に及ぼ された影響で ある。
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　グ レ イがE．1027の 構想 にあ た り、ル ・コ ル ビ ュ ジ エ の 才能 に敬意 を払い 、強大 な影響を受け
て 、建築設計 を開始 し た こ とは疑 い ようが な い 。 ただ 、 2人の 違い に つ い て 考 える時、何よ り
も特筆 に値す る こ とは、ル ・コ ル ビ ュ ジ エ が近代建築 5原則 に お い て提唱 した横長 連層窓をグ
レ イは採用 せ ず、かわ りに幾種類もの 窓を考案 しE ．1027に適用 し た こ と で ある。E．1027の 発表
に際 し、その 概要説明 のなか で最 も強調 した 内容 が、それ らの 窓に 関する見解で あり、そ の 最
も代表的な もの が 「屏風窓」 と名付 けられたグ レ イ独 自の 窓で あ る 。 以下で は、E．1027の 窓に
つ い て 具体的に考察す る 。
4 ．E1027の 窓
1929年、E．1027の 雑誌発表に際 し 、 冒頭で解決すべ き問題 をグ レ イ は次 の よう に書 い て い る。
「特に我々 の 注意 をひ い た本質的な 4 つ の 問題 は
1．窓の問題。我々は 3 つ の窓の タイプを創りだ した 。
2 ． い つ も無視 され るが 、一方で は非常に 重要な雨戸の 問題。
3 ．各部屋の 独立 の 問題 。
4 ．台所の 問題。」13）
　こ の 記述に 見 られ る よ うに 、窓 の 問題 は他 の 問題 に優先 され る もの で あ っ た 。 3つ の 窓とは、
主室の 窓 、 台所の 窓 、 寝室の 窓で ある 。 3種類の 窓の 中で も主階に お け る主室 と寝室の ガ ラ ス
窓 （図8，図9）は、全て ジ グザ グに折れ曲が る。
図9
図8
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グ レ イは こ れらの 窓 を 「屏風窓驚n6tre 　paravent」と名付 け、 「部屋 に は朝か ら夕方 まで 陽が あ
た る。屏風窓の お か げで 、光 と空気の 取 り入 れをあた か もカ メ ラ の絞 りの ごとく自由に調節で
きる」14）と説明 し て い る 。 こ の 記述が示すよ うに 、 屏風窓 の 全 て の 曲が折 り畳 まれた 際、柱の
横 と開口 部中央に薄く収ま り、テ ラ ス と主室が一体化す る。つ まり縦軸回転の 手法に よっ て 、
部屋の 様態が大 き く変換 されるの で あ る。名前の 付 け方か ら、グ レ イがそれ まで単体で作 り続
けて きた屏風の 可動性 を 、 生活空間 に必 要な 「光」と 「空気」 を調節す る の に利用 し、建築に
展開 させ たこ とが分か る 。
　1930年、グ レ イは 「ラ ル シ テ ク チ ュ ール ・ド ゥ ジ ュ ール デ ュ イ』誌の 創刊号に E．1027を 「最
小限住宅」 と題 して発表し、 4点 に集約 した設計主旨の筆頭に 「屏風窓」をあげ、次の よ うに
説明す る。
屏風窓 （特許取得）　 折れ曲が り、横手に滑 り込む窓 部屋が 開廊 に変転す る」15＞
　こ の 記述 を裏付け るよ う に 、屏風 窓 を全 て折 り畳み 、主室 と テ ラ ス を
一体化 し、内部で あ っ
た居間が外部へ と開放 された 「開廊」へ 変換され た写真が 、 グ レ イに よ っ て撮影されて い る （図
10）。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 図 10
特筆すべ きは、海側か ら見る と、テ ラス を囲うキ ャ ン バ ス布に よる手す りと庇に よっ て 、
一見、
横長連層窓の よう に見 えるE．1027の 立 面が、実は外部に 対し 全面開放で きる独特な建築エ レ メ
ン トに よ っ て 構成 されて い る点で あ る 。 1925年までに 、漆塗 り屏風の各曲を細か く分解して回
転で きるよ うに し、そ の 回転に よっ て 生成 し た空隙をも構成要素とす る 「ブ リ ッ ク ス ク リーン」
を生み 出し た グ レ イ に と っ て 、視線 を遮 らな い透明な素材、ガ ラ ス に よ る屏風 を発想 し たと し
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て も不思議で はな い 。 しか し 、 上の 記述か ら、窓に適用 された屏風 は、光や空気 と い う住環境
を調節す るだけで な く、建築の 形 と機 能を変転 させ る装置 と して意識 されて い た こ とが分 る。
つ まり、グ レ イの住宅 は 、ル ・コ ル ビュ ジエ が唱えた 「横長の 連層窓」 に よっ て 「自由な立面」
を表現 した の で は な く、折 り曲げられ 、あ るい は折 り畳 まれ る 「屏風 窓」に よ っ て、実質的に
「建築の 内部は人間の欲求に 応 え、個人的な要求に応 え、休息 と快適 さをもた らす」こ とを実
現 させ 、結果的に 「自由な立面」 とな っ たわけで あ る 。
6 ．　 ル ・コ ル ビュ ジ エ の 窓 と の 比較
　以上見て きた ように 、海側か ら一見す ると横長連層窓の ように見えるE．1027の フ ァ サードは、
実際は、庇 と手すりによ っ て横に細長 く見えて い るだけで 、ル ・コ ル ビ ュ ジ エ の 「横長連層窓」
と は無関係で あ る こ と が わ か っ た 。 グ レ イ と ル ・コ ル ビ ュ ジエ の 窓 に つ い て シ ル ビ ア ・ラ ビ ン
（Sylvia　Lavin）は次の よ うに書 く。
「グ レ イとル ・コ ル ビ ュ ジ エ の 間 に ある興味 ある違 い は 、 規範に 従 っ た建築の 境界にお ける
「逃避 口」や 「漏れ 口」を探求 して い る点に出て くる。事実、E．1027には慣習的 な窓や ドア と
は関係の 少ない 、秘密 の通路や隠 された逃避 の ル ー トと呼ばれて よ い よ うな謎が ち りばめ られ
て い る 。 と こ ろが一方、ル ・コ ル ビ ュ ジエ は窓 とい うもの の 一般概念を再考した に も関わ らず、
伝統的で 特権的な建築の エ レ メ ン トの 重要性をそれに 与 えて い た 。 グ レ イ の 作品は替わ りに 内
在 性と外在性、社会性 と主体性の 関係を別 の 手法で提案 して い る。」16）
　ラ ビ ン が指摘す るように、ル ・コ ル ビ ュ ジ エ は窓 にた い して並 々な らぬ関心を表明 して い た。
特に、オ ーギュ ス ト ・ペ レ との 水平窓をめ ぐる議論 は指摘する まで もな い で あろ う。 ル ・コ ル
ビ ュ ジ エ は 『プ レ シ ジ ョ ン』の 中の 別の 箇所で 次の ように説明す る 。
　 「私 は か つ て 、垂直窓よ り水平窓の 方が 明 る い と述 べ ま し た。そ れは 、私の現実観察に よ る
もの で す 。 とは い え、私 には しつ こ い 敵対者もい ま した。 …　 　 しか し、私は最 近、写真家用
の チ ャ ートの 中に明白な証拠 を発見 し ました。 …　 　 1つ の 水平窓の ある部屋で感光す る フ ィ
ル ム は、 2 つ の 垂直窓の ある部屋に あ る フ ィ ル ム の 四分 の 一の 露光で良い 。 …　　 ピ ロ テ ィ は
建築の 重量 を地面の 上、空中へ と持 ち上げます 。 こ の 住宅の眺め は 、地面と の 結び つ きを断ち、
整理 された明せ きな眺 め で す。」17）
　ル ・コ ル ビ ュ ジ エ は窓とカ メ ラ との 類似 をあげ、ペ レ との 新 たな論争に 挑んだの で ある。上
の 主張 に お い て 、ル ・コ ル ビ ュ ジ エ は窓 を レ ン ズ と して見な し、住宅 を写真撮影の シ ス テ ム と
して捉 えて い る 。 五感 の 中で な に よ りも視覚が重視され 、 「見る」た め の機械 と し て 家が位置
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づ け られて い るの で あ る。1司じ こ ろ、グ レ イ は彼らの物議をよそに 、E．1027の 南面 に横長窓で
も縦長窓で もな く、全面 開放 し 「屏風窓」 を嵌め込ん で い た。
ル ・コ ル ビ ュ ジ エ は 『プ レ シ ジ ョ ン』の 中の 別の 箇所で次の ように も説明する。
「あ な た の ガ ラ ス 窓 、 水平窓は 、 すで に思 い の ままに調節で き る絞 りで す 。 こ こ を通 して 、好
きなとこ ろに光 を入れ る こ とがで きるの で すか ら。」18）
　前 に見た よ うに、グ レ イも 「屏風窓」に つ い て カメ ラをア ナ ロ ジーに して 説明 して い た 。 こ
こ まで 共通す る言説か ら推察す る と、グ レ イの 「屏風窓」が ル ・コ ル ビ ュ ジ ェ の カ メ ラ の メ タ
フ ァ ーを下敷き して い る こ とは疑い よ うが ない 。 し か し、グ レ イ の 説明に 「レ ン ズ 」の比喩は
なく 「絞 り」 と し て喩 え られて い た。そ こ には、光と空気を自由に調 節しよ うとする生活者の
行為の 方に関心 の 向い て い る こ とが指摘 で きよう。つ ま り視覚 の ため で な く、あくまで も居住
者 の 生活様式 と結び つ くた め の もの で あ っ た と考 え られる 。 な に よ りも、 「屏風窓」は カ メ ラ
の 視覚的機構 と して機能する の で な く、主室を外部に全面開放 し 「開廊」へ と変転 させ る変換
装置 とし て 機能 し て い た。グ レ イとル ・コ ル ビュ ジ エ の差は こ の室内と室外の変換性を持つ か
否か に集約 され よ う 。 ラ ビ ン が指摘 し たよ うに 、グ レ イ は 「内在性 と外在性、社会性 と主体性
の 関係を別 の 手 法で提案 して い る」の で あ る 。 この提案は 、 E．1027の動線図（図 11）に お い て 見
られ るよ うに、窓や扉が幾何学形の 分解 に よっ て生成 し た空隙や すき間に嵌め込まれる とい う
手法に よ っ て な されて い る 。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＼ 、
図11
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　1931年頃、グ レ イは セ ル ロ イ ド製の 屏風 を 2点制作 した 。 高 さ265  、幅160 （32cm× 5）cm の
5曲の 乳白色の もの （図12）と、サイズ は定か でな い が、同 じデザイン で濃い 灰色の もの （図
13）がある。それ らには 、い ずれ も湾曲した細長 い セ ル ロ イ ド板が円弧型の ア ル ミニ ウ ム 製の ．
枠に はめ込 まれて い る 。 こ の屏風 が折 り曲げられ ると 、 セ ル ロ d ド板 が映 り合い 、また重 なり
合 う こ とによ っ て 微妙な色の 濃淡 が生み 出 され る 。湾曲 させ た効果は 、平面形の も の よ り視覚
的に複雑で 多様な もの とな る。
／，十、
　　　　　　　　　　　　　　　図12　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 図 13
セ ル ロ イ ドで 創 られ た屏 風は風 よ けの 役割は果た す もの の 、半透明で あ るため、視線をさえ ぎ
ると い う屏風本来の機能を喪失 し 、 その か わり素材感 と抽象性が強調 される こ と に なる。興味
深 い の は 、こ れ らの 屏風の 両端 に左右 の 高 さを違え て 把手が付 け られて い る こ と で ある。これ
まで 見て きたE ．1027の 窓に 、 屏風が適用 されて い た こ とと考 え合わせ ると、屏丿虱に把手 をつ け
ると い うグ レ イ独特の 発想 は、窓か ら フ ィ ードバ ッ ク し て得 られた可 能性が ある。把手 は、こ
の 作品を一般の 屏風 の定義か ら逸脱 させ るが、使 い 手の 身体 とつ な が る こ とを暗示 して い る。グ
レ イ に と っ て の 窓や扉 は、まず、人間の 身体 と の 関係か ら導 き出されて い る こ と を示唆 し直す
作品 とも位置づ けられ よう。ひ い て は視覚の た め に まずある ル ・コ ル ビ ュ ジ ェ の 窓 と の 差異 を
端的に示す もの ともい え る 。
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7．おわ りに
　後に グ レ イは次の よ うに ノー トに書 くに い た っ た。
「家 ば住む ため の 機械で はな く、人間に と っ て の 殻で あり、延長で あ り、開放で あり、精神的
な発散で ある」19）
　 「家 は住む ため の 機械 で ある」と主張 し た ル ・コ ル ビ ュ ジ エ に真 っ 向か ら対立す る マ ニ フ ェ
ス トで あ る。こ の 言葉 は 、ル ・コ ル ビ ュ ジ ェ と の 断絶 を友好関係にお い て だけで な く、建築の
設計姿勢に お ける根本的な違い をグ レ イが 自覚した こ とを示す u こ こ に、グ レ イ自 らが、ル
・
コ ル ビ ュ ジエ との 距離 を測 り、自身の よ っ て 立つ べ き位置 を定位 した もの と見なせ る。
　ニ ュ ー ヨ ーク近代美術館にお い て 開催 されたグ レ イ の 大々的な展覧会の パ ン フ レ ッ トは、次
の ように結ぶ 。
　 「もし50年お そ く生 まれ て い たら、彼女は建築家 としての修練を積ん で い ただ ろう 。 ともあ
れヤ ン ・ウ ィ ル ス 、ア ウ トらデ ・ス テ イ ル の 建築家の 目に 留ま っ た の は幸運だっ た 。彼 らやジ ャ
ン ・バ ドヴ ィ ッ チ 、ク リス チ ャ ン ・ゼ ル ヴ ォ ス 、ル ・コ ル ビ ュ ジ エ の 励 ま し が な か っ た ら、グ
レ イが建築を試み る こ と もな か っ ただ ろ う。だが
一度建築 に挑戦 した後は、後戻 りし な か っ た 。
グ レ イ が デザ イ ン し た建築 の 数 は 多く な い 。 2つ の 自邸 と ア パ
ー ト、それに 野心 作 だ が実現 し
な か っ た幾つ か の計画案 。 だが こ こ で 忘れて な らな い の は 、高度 に組織 され しか も男ばか りの
職業の 片隅で 、グ レ イは孤軍奮闘し た女性 だ っ た と い う こ とで あ る。
…　　 グ レ イの デ ザイ ン
は、前期後期 を問わずそ の 新鮮 さと知的な構成、それに完壁な出来栄 えでわれ われに語 りか け
て くる。ア イ リーン ・グ レ イは終始
一貫 して、独創的で あ りつ づ けた 。 」
2 
　上 の 記述に見 られ るように、グ レ イ が男性建築家た ちの 助力を得て は じめ て 、斬新で 独創的
な作品 をつ くり出した女性建築家で ある、とす る グ レ イ再評価の論調は 、1960年代後半か ら始
まり1980年代前半 まで一般的 なもの で あ っ た。ま るで 、グ レ イ を忘 れて い た こ と に気付 き、そ
の 落ち度を必死 に穴埋めす るか の よ うに 、彼 ら は称揚の 場に グ レ イ を押 し上げた。そ うした状
況を現代か ら読 み直すと、ある意味で 、歴 史家や評論家の 免責行為 と し て 読まれ うる反動的な
もの で あっ た 。 そ の 結果、所在不明だ っ たグ レ イ の 漆作品や家具が 見つ け出 され、オ
ーク シ ョ
ン にか け られ 、法外な値段 が付 くこ とに な るが、グ レ イの 作品内容に 関する研究は、印象をも
っ て概説 され るに留ま り続 けた （住宅E．1027には浮浪者 が住み着 き、長い 間放置 され た ままで
あっ た）。 こ の ように 開放 しよ うと して逆 に二 重の 抑圧 を与え る こ とになっ た グ レ イ研究に風
穴 を開けた の が、E ，1027にお ける ル ・コ ル ビ ュ ジ エ とグ レ イ に関する事実関係を精緻 に論究 し
た コ ロ ミーナ の 論文、 「戦線 ：E1027 」で あ っ た。 しか し、建築批評 に新機軸を確立 させ た と
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される こ の 論究 も、グ レ イとそ の 作品を等身大 に評価する こ とに は主眼が置か れて い な か っ た
こ とは既 に指摘したとお りで ある。
ラ ビ ン は 「コ ロ ミーナ の 織物 ；ビ ア トリス ・コ ロ ミーナへ の 応答」の 中で次の よ うに述べ る。
　 「ビ ア ト リス ・コ ロ ミーナ は糸 を紡 ぎ、布 を繊 るため に 、 ある種、現代の 小屋で ある新 しい
住宅 に つ い て 記述 し た論文 「戦線 ：E．1027」を使 っ て い ると私 は指摘 した い 。 …　 実際、女
性は そん なに容易に 抑圧 され る の だ ろ うか 。 グ レ イ の 家に壁 を描 くこ とで ル ・コ ル ビ ュ ジ エ は
彼女 をレ イプ した、と い うグ レ イ の 伝記 を書い た ピーター ・ア ダ ム の 結論 を繰 り返す とき、私
たち はグ レ イに は贈 っ て い ない ある程度の成功 をい まだル ・コ ル ビ ュ ジ ェ に あた え て し ま っ て
は い な い だ ろ うか 。 こ れ らの 建築家は 両方 と も創 る こ と と印付ける こ と、静止 と運動、そ して
空問的な広 が りと抑制に関 して同等に尊敬 に値 するよ うな、高度 に発展 させ た見解や態度 を持
ち続 けて い た 。 」21 ）
　グ レ イが ル ・コ ル ビ ュ ジ エ に抑圧 され た状況を訴えた ア ダ ム の 言を端緒に、コ ロ ミーナ は い
わばE1027をめ ぐる事件を追い 、ル ・コ ル ビ ュ ジ エ の 犯罪 を白日の 下に さ ら し た の だ が 、 被害
者に あ た る グ レ イ が どう い うつ も りで 、どの ように E．1027を創 っ た の か に つ い て は不問に付 し
た 。その ため逆に 、 成功者 と して の ル ・コ ル ビ ュ ジ エ 像 を強化 して い るよ う に も読 まれ うる の
で ある 。 し か し、コ ロ ミーナ の こ の 不問と い う空白は 、そ こ を埋 め るべ き仕事 を要請 し、応答
する こ とが喚起 される 。 ジ ェ ン ダ ー論の 可能性とは 、 空臼が空 白で あるこ とをは っ きりと示す
こ と に あり、ある い は、コ ロ ミーナ は確信犯的に その 空白を浮 き立たせ た の か もしれな い 。そ
れゆ え本 ノ ー トは、ル ・コ ル ビ ュ ジ ェ 神話 の 強化に加担す る の で な く、か と い っ て グ レ イを成
功者 と して極端に称揚 しす ぎるの で もなく、彼女が成 し遂げよ うと した理念や、その 方法をで
きる か ぎりニ ュ ー トラ ル に 拾 い 直す こ とに務 め、上 の 空 白をい くらか埋 め て応答 し よ うと試み
た つ もりで あ る。今後 は、ル ・コ ル ビ ュ ジ エ 側か ら見た グ レ イ像 に迫 り、両者の 作品の 具体的
な比較 を考察 し て い きた い 。
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